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活動報告

■ふれあいレター
　65歳以上のひとりで暮らしている113名に暑
中見舞いをお届けしました。
　暑中見舞いは道志村で活動している「絵手紙
サークルどうし」の方々に依頼し作成していた
だきました。心あたたまる絵手紙のぬくもりが
伝わる一枚になっています。絵手紙が届き人と
のつながりを感じ笑顔がこぼれるひと時になっ
たと思います。

■高齢者世帯訪問
　２日間に渡り村内の高齢者のみで暮らしてい
る16世帯を民生児童委員と一緒に訪問しました。
今年度初めてとなる世帯の方のお宅では普段の生
活の状況を詳しくお伺いすることが出来ました。
緊急時や入院等の変化が訪れたときには同居して
いる家族の生活も不安になりますので、日ごろか
ら民生委員とのつながりの大切さを感じました。
快く対応下さった皆さん、ありがとうございまし
た。また、お困りの際はご相談下さい。

■子育て支援事業
　今年も道志村に住む１歳～３歳の
子どもたち11名に絵本を贈りまし
た。今年は大人気の「大ピンチずか
ん」とはなかっぱでお馴染みのあき
やまやだしさん作の「へんしんトン
ネル」を送りました。対象者の方が
ゆいのわに受け取りに来てくれまし
た。絵本を通じて親子のコミュニ
ケーションの機会にしていただきた
いです。

【７月】

【８月】

楽しみだな～
たくさん
読むぞー!!
ありがとー♪
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■楽っとどうし（共同募金配分金事業）

　地区楽っとを開催する中で、皆さんから全体でもやりたい！と要望をいただきまして、
今年は５年ぶりに楽っとどうしを開催することができました。当日は参加者や協力者含め
て143名の大規模な会になりました。敬老祝い（77歳・88歳・100歳・8020）表彰と民
生委員会や道志中学校、道志村保育所の出し物があり、会場を盛り上げていただきました。
参加いただいた方からは「また来年も来よう」とうれしい声をいただきました。参加いた
だいた皆さん本当にありがとうございました。この事業は皆さまからいただいた赤い羽根
共同募金の募金を原資に実施しています。

　久しぶりに会えた仲間と話す楽しさを通
じて、人との繋がりの大切さを感じました。
保育所や中学校の演技は参加者を和ませ、多
世代交流にもなりました。また、村内の業者
による手作りのお弁当はいつも好評です！

【10 月】

皆さんの笑顔に元気をもらいます!
来年もぜひ参加してください (*^ ▽ ^*)
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■福祉バザー

福祉バザーにご協力いただきありがとうございました！

　11月3日（祝日）、やまゆりセンター祭りにて福祉バザーを開催いたしました。当日は
天候にも恵まれ、多くの方に足を運んでいただきました。去年に引き続き、今年度も村民
の皆様からたくさんの遊休品を提供していただき、社協役員や民生・児童委員の方々に協
力して頂き販売いたしました。今年度の売上金は170,000円でした。売上金は道志村福祉
基金として積み立てられるほか、地域福祉向上のため有効的に活用させていただきます。
　ご協力ありがとうございました。

今年も福祉バザー延長！！

　ゆいのわにて、引き続き福祉バザーを実施しています。衣類に食器、日用品、手作り品、
まだまだ品物があります。値下げ商品も多数あります。また、遊休品がありましたら社協
までお持ちください。ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。職員一同、お待ちしています。
　また、さをり織りの製品も引き続き展示・販売しております。新しい商品も増えていま
す。ぜひ、お気に入りの商品を見つけに来てください！

【11 月】
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■福祉講話
　今年も「ふだんのくらしのしあわせ」をテーマに今後も取り組んでいきます。

■福祉講座
　11月14日に災害研修を行いました。昨
年は年明けに能登半島で大規模地震が発
生し、全国的に防災意識が高くなる中、
道志村でも大地震や富士山噴火、大雨に
よる土砂災害等の危険が高まっています。

＜小学校＞　12月９日に道志小学校で福
祉講話として身体障がい者の暮しを学んだ
あとにボッチャ体験を行いました。ボッチャ
体験では障がいがあってもなくても、同じ
ルールでおこなえることや、誰でも勝利で
きるとても魅力的な競技だと知りました。
講師は日本で8位の選手兼ボッチャ協会の
会長の小林俊介さんです。ランプという器
具を使って出場し、1月には日本選手権大会
に出場します。子供たちも小林さんの凄さ
に興奮気味でした。障がいの有無に限らず、
認め合える気持ちを育てていきたいと思い
ます。

＜中学校＞　12月16日に道志中学校で「認
知症の理解と対応方法～認知症を知り、私た
ちにできることを学ぼう～」と題して認知症
看護認定看護師の山口宏予さんにご講演いた
だきました。道志村でも高齢化が進む中、誰
もがなり得る認知症の理解を深めることが出
来ました。認知症になっても地域で支えるこ
とができることが求められています。当日は
学校開放日ということで、保護者も熱心に聞
いてくださいました。子どもたちからも「家
族が認知症になったら、優しく接したい」「正
しく対応することが大切だと知れた」と心強
い感想を聞くことができました。

　そこで、何度も被災地支援に足を運んでいる山梨
県社会福祉協議会福祉振興課長の和田豊さんを招
き、「自然災害に備えて」のご講演をいただき、後
半では災害備蓄品の展示や電気が使えなくなった時
の調理法であるパッククッキングに実演・試食コー
ナー（道志村食改）を設けて実際に体験していただ
きました。今後、災害対策についても地域の大切な
課題として取り組んで行きたいと思います。

− 5−

令和７年１月１日発行 社協だより



未就園児の子育てサークル「つぼみっこ」クリスマス
会では、健康科学大学産前産後ケアセンター助産師の
宮田敦美さんを招き、ベビーマッサージについて親子で
学びました。乳幼児期のスキンシップは安心感、愛着を
育てるのに有効で、日常的に保護者が意識してコミュニ
ケーションをとっていくことが大切です。
　当日はママからのマッサージで、たくさんの笑顔に包
まれました。サンタクロースの登場やプレゼント交換が
行われました。未就園児の子育てサークルでは他の子と
のコミュニケーションや子育てのヒントになる情報がた
くさんあります。ぜひ、積極的に参加してください。
のコミュニケーションや子育てのヒントになる情報がた

つぼみっこクリスマス会

配食サービスボランティア
笑顔とお弁当を届けています
活動日：水・金曜日（月に1～2回程度）

医科歯科送迎サービスボランティア
医科歯科診療所へ送迎します
活動日：火曜（午前）、金曜（午後）

暮らしのささえあい・どうし
※利用料：30分300円有償ボランティア
食事の準備･清掃･ゴミ出し･雪かき･草刈り

楽っとボランティア
地域の活動に貢献しています。
活動日：地区楽っと（開催は年1回）

現在、ボランティア現在、ボランティア
がが不足しています！不足しています！
月一でもOＫです ! !月一でもOＫです ! !
ぜひご協力よろしくぜひご協力よろしく
お願いしますお願いします！！

◯活動を始めたい人をサポートしています。
◯興味のある方は、お気軽に社協にご連絡下さい！

− 6−− 7−

令和７年１月１日発行社協だより



　今年も10月1日より、赤い羽根共同募金運動が全国一斉に始まりました。毎年、
皆様の温かいご理解とご協力のもと、目標達成ができ、様々な配分金事業を行えてお
ります。皆様からお寄せいただいた募金は、県内の福祉施設・団体等の福祉活動推進
のため、そして本村の地域福祉推進のため活用させていただきます。
　村民の皆様には12月に家庭募金のご協力いただきありがとうございました。

　　　　～じぶんの町を良くするしくみ～
赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動が始まりました！が始まりました！

★道志小学生による街頭募金～道の駅～★
　11月15日に道の駅どうしにて、道志小学校の6年生が街頭募金運動に協力してく
れました。子供たちには出発前に「赤い羽根共同募金」のしくみについて学んでいた
だき、村の福祉のために活動してもらうことを確認しました。当日は天候に恵まれ、
子供たちの元気な声が来村者に届き笑顔で募金をしてくださいました。自分たちの頑
張りが、募金になっていくことを通じて人と人との繋がりを学ぶ機会になったと思い
ます。当日の募金額は 11,666 円でした。6年生、ありがとう！

今年度の共同募金は道志村でこのように使われました！

新生児誕生祝事業
　年末慰問金品配布事業   
　地区サロン楽っと
　楽っとどうし
社協だより発行
みんながボランティア発行

　地区サロン楽っと
　年末慰問金品配布事業   

　楽っとどうし

− 7−

令和７年１月１日発行 社協だより



道志村社協

フフ ドドドドラライイイブブ事業

食品が余った
企業・家庭

食料に
困っている人

\\フードドライブの仕組み //

道志村社協道志村社協道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協 道志村社協道志村社協

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドラララララララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ事業ブ事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業事業
〜食料品を募集します〜食料品を募集します〜

　本年度社協では、食品ロスと生活困窮支援の取り組みとしてフードドライブ事業を開始し　本年度社協では、食品ロスと生活困窮支援の取り組みとしてフードドライブ事業を開始し
ています。フードボックスを社協事務所において、継続して設置しておりますので、ご家庭ています。フードボックスを社協事務所において、継続して設置しておりますので、ご家庭
に余っているに余っている  賞味期限が1カ月以上ある食品  の提供をお願いします！  の提供をお願いします！

対象のもの 対象外のもの

○
　レトルトカレー、缶詰、乾麺、
　カップラーメン、災害備蓄食料品、
　お米、イモ類、お菓子など ×　生もの、葉物、要冷蔵食品など

　道志村では一人暮らし高齢者や障害者、高齢者世帯、
または昼間家族が家を留守にする日中独居になる方が安
心・安全に暮らしていただくため、テレビ電話を有効に
活用して安否確認、状況把握を行なっています。興味の
ある方は社協までご連絡ください。☎（0554）52-2072 

● ２週間に１回程度、にっこり
コールから自宅のテレビ電話
にコールし、健康状態などを
把握します。（回数については
相談に応じます）
● 固定電話、携帯電話への対応
も行っています。
●必要に応じて訪問も行います。
●秘密は厳守します。 

にっこりコール

気軽にお話しませんか？
趣味の話、日常の困り事など
聞かせて下さい♪

●秘密は厳守します。 


